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Ⅰ 事業の概要 

 

１ 概括  

 今年度は、昨年度と同様に新型コロナウィルス対応に追われた一年になった。年度の中

である程度終息をしていき、従来の生活に戻っていくような事を年度当初は期待していた

が、そのような事は無く、逆に年度末も差し迫った３月初めには、事業所内における感染

も発生し、その後いくつかのホームにも広がりを見せたため、大変な対応に追われる事態

となった。ハウスによっては動線を分けることが難しかったりなど、建物の環境による対

応の難しさや、感染の拡大を防ぐためには、職員配置を見直さなければならず、その際の

人材不足など、このような有事の際の対応の難しさや課題が残る事となった。また、グル

ープホームは利用者さんにとってはあくまでも「暮らしの場」であり、このような時にも

事業を停止することは出来ない事や、今の状況を考えると短期間で元の生活に戻ることは

難しいため、今後は感染のリスクとうまく付き合いながら、より良い生活を送ってもらう

ためにどうしたら良いかを考えていく必要もあると考える。この辺りは、行事などを含め

て来年度の支援の方向性を検討していきたい。 

 次に、本来は今年度受け入れ予定であった技能実習生に関しては、入国制限の関係で今

年度の受け入れは出来なかったが、別の取り組みとして特定技能という形で、外国人労働

者の雇用を行うことが出来た。これは、将来的には技能実習生を受け入れる際の体制整備

にも繋がる事と、今後の人材不足対策を考えた時には有効な為、来年度以降も継続してい

きたい。 

 

２ 施設（事業所）所在地 千葉県旭市野中４０１７  

 

３ 施設（事業所）開設年月日 平成１８年１０月１日  

 

４ 沿革  

 
１９９６年（平成８年）  ４月 １日 福祉ホーム野中ハイツ開設 定員１０名 

１９９７年（平成９年）  １月２３日 若衆内ハウス開設 定員１５名 

２００３年（平成１５年） ４月 １日 横大道ハウス開設 定員２１名 

２００４年（平成１６年）１０月 １日 中川ハウス開設 定員２５名 

２００４年（平成１６年）１１月 １日 萩園ハウス開設 定員２９名 

２００５年（平成１７年） ５月 １日 東足洗ハウス開設 定員３４名 

２００５年（平成１７年） ９月 １日 立野ハウス開設 定員３８名 

２００６年（平成１８年） ４月 １日 グループホーム支援室開設 

２００６年（平成１８年）１０月 １日 ケアホーム旭・グループホーム旭事業所指定 

                   共同生活介護・共同生活援助事業開始 

野中ハイツ 福祉ホームからグループホーム 

に変更 

                   東町ハウス開設 定員４４名 

２００７年（平成１９年） ４月 １日 大割ハウス開設 定員４９名 

２００７年（平成１９年） ７月 １日 グループホーム支援センター開設 

                   荒井 隆一が所長となる 

２００７年（平成１９年） ８月 １日 対馬ハウス開設 定員５３名 

２００８年（平成２０年） ３月 １日 下立ハウス開設 定員５８名 

２００８年（平成２０年） ７月 １日 東町ハウス転居 広原ハウスに改名 
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２００９年（平成２１年） ４月 １日 野中ハイツ定員１０名から、野中ハイツⅠ定員

５名・野中ハイツⅡ定員５名に変更。 

２００９年（平成２１年） ９月 １日 生沼ハウス開設 定員６１名 

２０１１年（平成２３年） ６月 １日 矢指ハウス開設 定員６５名 

震災に伴い立野ハウス転居（廃止） 

   西足洗ハウス開設  

２０１２年（平成２４年） １月 １日 小割ハウス開設 定員６７名 

２０１２年（平成２４年） ２月 １日 仲町ハウス開設 定員７２名 

２０１２年（平成２４年） ５月 ７日 下立ハウス 震災による修繕工事完了 

２０１２年（平成２４年） ６月 ７日 野中ハイツ 震災による修繕工事完了 

２０１２年（平成２４年）１１月 ５日 若衆内ハウス 世話人室・喫煙室増設 

２０１４年（平成２６年） ３月２７日 中川ハウス・対馬ハウス・東足洗ハウス・ 

萩園ハウス 自動火災報知設備設置 

２０１４年（平成２６年） ３月３１日 下立ハウス スプリンクラー設備整備 

２０１４年（平成２６年） ４月 １日 折戸ハウスⅠ開設 定員７７名 

２０１４年（平成２６年） ４月 １日 折戸ハウスⅡ開設 定員８２名 

２０１４年（平成２６年） ７月１６日 横大道ハウス定員６名から定員７名に変更  

定員８３名 

２０１５年（平成２７年） ２月 １日 横大道ハウス定員７名から定員６名に変更 

                   定員８２名 

２０１５年（平成２７年） ２月 １日 折戸ハウスⅠ定員５名から定員６名に変更 

                   定員８３名 

２０１６年（平成２８年） ７月 １日 仲才ハウス開設 定員９２名 

２０１７年（平成２９年） ３月３１日 横大道ハウス・中川ハウス・対馬ハウス 

                   スプリンクラー設備整備 

２０１７年（平成２９年） ５月 １日 仲町ハウス廃止 

                   川間ハウス開設 定員９０名 

２０１８年（平成３０年） ２月２２日 萩園ハウス・東足洗ハウス・矢指ハウス 

                   スプリンクラー設備整備 

２０１８年（平成３０年） ８月 １日 上宿ハウス開設（サテライト型） 定員９１名 

 

５ 実施事業及び利用者数  

５－１第２種社会福祉事業 

（１）共同生活援助事業 

 

５－２ 障害者総合支援法による指定事業  

（１）共同生活援助事業（介護サービス包括型） 

（定員９１名、令和４年３月３１日現在の利用者数：８３人） 

ア 野中ハイツⅠ（定員男性５人、令和４年３月３１日現在の利用者数：５人） 

  千葉県旭市野中３６２２－２ 

イ 野中ハイツⅡ（定員女性５人、令和４年３月３１日現在の利用者数：５人） 

  千葉県旭市野中３６２２－２ 

ウ 若衆内ハウス（定員男性５人、令和４年３月３１日現在の利用者数：５人） 

  千葉県旭市ニ３５００－１１ 

エ 横大道ハウス（定員男性６人、令和４年３月３１日現在の利用者数：６人） 

  千葉県旭市三川横大道７５４２－２ 

オ 中川ハウス（定員男性４人、令和４年３月３１日現在の利用者数：４人） 

  千葉県野中４０７０－２ 
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カ 萩園ハウス（定員女性４人、令和４年３月３１日現在の利用者数：４人） 

  千葉県旭市萩園１２５０－４ 

キ 東足洗ハウス（定員男性５人、令和４年３月３１日現在の利用者数：５人） 

  千葉県旭市東足洗２２７７－１ 

ク 西足洗ハウス（定員男性４人、令和４年３月３１日現在の利用者数：３人） 

  千葉県旭市西足洗５６２－５６ 

ケ 広原ハウス（定員男性６人、令和４年３月３１日現在の利用者数：６人） 

  千葉県旭市野中４０７５－４ 

コ 大割ハウス（定員女性５人、令和４年３月３１日現在の利用者数：５人） 

  千葉県旭市野中３８１１ 

サ 対馬ハウス（定員４人、令和４年３月３１日現在の利用者数：４人） 

  千葉県旭市野中４０７０－２ 

シ 下立ハウス（定員男性５人、令和４年３月３１日現在の利用者数：３人） 

  千葉県旭市野中３６２５－１ 

ス 生沼ハウス（定員女性３人、令和４年３月３１日現在の利用者数：３人） 

  千葉県旭市イ１６９４－８ 

セ 矢指ハウス（定員４人、令和４年３月３１日現在の利用者数：４人） 

  千葉県旭市野中３８１１－２ 

ソ 小割ハウス（定員男性２人、令和４年３月３１日現在の利用者数：１人） 

  千葉県旭市野中３８５０－６ 

タ 川間ハウス（定員男性３人、令和４年３月３１日現在の利用者数：２人） 

  千葉県旭市萩園１８８９ 

チ 折戸ハウスⅠ（定員６人、令和４年３月３１日現在の利用者数：５人） 

  千葉県旭市野中３９８５－４ 

ツ 折戸ハウスⅡ（定員５人、令和４年３月３１日現在の利用者数：５人） 

  千葉県旭市野中３９８５－４ 

テ 仲才ハウス （定員９名、令和４年３月３１日現在の利用者数：８人） 

  千葉県旭市二２４９１－１ 

ト 上宿ハウス （定員１名、令和４年３月３１日現在の利用者数：０人） 

 

６ 職員構成  

 別紙１のとおり（令和４年３月３１日現在の職員数） 

 

７ 組織図  

 別紙２のとおり（令和４年３月３１日現在の組織図） 

 

８ 令和元年度重点目標実施報告 

８－１ 運営管理  

ア 人材の確保に関しては、特定技能の制度を活用して、雇用に繋げることが出来た。 

イ 空き状況に関しては、昨年度に比べると、新規の受け入れを行うことが出来たが、ま

だ空き部屋がある状況の為、来年度も引き続き受け入れを行っていきたい。 

ウ 社会福祉会計基準や各規程に従うとともに、会計監査人による監査を通じ適正な会計

処理に努めた。業務の効率化については、情報の整理と伝達、共有の仕方などを関係

者で都度見直しを行うなど、次年度以降も取り組んでいきたい。 

エ 事業計画に基づいたサービスの提供を心掛けるとともに、常に社会の動向などを注視

し生活環境の提供が行えるよう努めた。年度末に発生した新型コロナウイルスの感染
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者に対応する際には、常に法人本部と情報の共有をし、保健所の指示の下、状況や利

用者の状態に即した対応を行うことができた。 

オ 財務情報や事業報告、県や健康福祉センターなどから求められる利用実績等について

は、法人のホームページ等を通じて情報公開していくよう心掛けた。しかし事業所の

ホームページの更新について行うことができなかったため、次年度はＩＴ担当等によ

り随時更新できるよう努めていく。 

カ 特定技能という形で、令和３年１１月から職員１名を採用することができた。この採

用に伴い、仕事や生活をフォローするために登録支援機関と契約し、採用時から現在

に至るまで様々なアドバイスをいただいている。事前の準備として、常に法人本部と

の連携を心掛け、本部を中心に住居や備品などの準備をした。なお、備品に関しては、

法人内の各施設・事業所職員の協力を得ることができ、スムーズに生活環境の準備を

進めることができた。職場の事前準備としては、利用者や職員に、言葉の説明だけで

はなく動画を視聴してもらうなどし、丁寧に説明を行うことで理解をしていただいた。 

 

８－２ 利用者サービス  

ア 千葉県障害者グループホーム等支援ワーカー主催の WEB 研修に職員を参加させ、自己

選択・自己決定について学ぶ機会を設けた。また、利用者が自己選択・自己決定し、

地域の中でその人らしい生活が送れるよう利用者との面談やミーティングを定期的に

行った。 

イ 各ハウスにナザレの家あさひ事業所の連絡先等を掲示し、利用者が相談しやすい環境 

   を整えた。 

ウ 個別支援計画の策定過程を所内ミーティングの中で確認し、より良いサービスの提供と 

   なるよう努めた。 

 エ 世話人会議を開催し統一した支援の構築に努めた。新型コロナウイルス発生に伴い、全

体での会議が開催できない場合はハウスミーティングを活用し周知する等、方法を変更

した。 

 オ 世話人会議の中で研修会を開催していった。新型コロナウイルス感染症予防のため三密

を避け、小グループの研修に切り替え開催した。 

 カ ソフィアと医療連携を締結し、定期的に利用者の元へ訪問させ、健康状態の把握に努め 

た。緊急時にはソフィアに医療的対応の判断を仰ぎ対応するケースもあった。 

キ 社会福祉協議会の日常生活自立支援事業を新規で３名の方が希望し支援にあたってい

る。 

ク 日中の過ごし方の提案として、海匝ネットワークや友の家のフリースペースに繋げるこ   

とがあった。また、見学者や体験者へ地域資源を適宜紹介している。 

ケ 建物の保全・老朽化対策として、生沼ハウスの居室等改修工事を行った。また、同ハ

ウスには世話人室が整備されていなかったため、ユニットハウスを敷地内に設置し、

職員が使用できるスペースを確保した。 

コ 公用車の整備について、当初計画していた福祉車輌は、利用者が使用する車椅子の仕

様が多様化してきており、選定条件として特注仕様の車椅子でも乗車が可能な車輌を

探す必要があったことから次年度に持ち越すこととした。また、令和４年４月に契約

満了を迎える２台の車輌については、経年による劣化が著しいため新たな車輌をリー

ス契約することになっている。 
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サ 利用者と職員それぞれに対し、より良い生活環境と働きやすい職場環境の提供が行え

るよう努めた。 

なお、令和３年度事業計画に基づき新たに取得・設置した建物や備品については以下

の通りである。 

 

Ⅰ．生沼ハウス 屋根・外壁等改修工事 

株式会社常世田興建 

令和３年 ９月 ８日契約 

令和３年１１月２９日完了 

２，４２０，０００円（自己資金） 

 

Ⅱ．生沼ハウス ユニット設置工事 

インテリア謙光 

令和３年１２月２９日契約 

令和４年 ２月１０日完了 

８５８，０００円（自己資金） 

   

Ⅲ．ラフォーレ充伸１０５ 硬貨収納式電話機の購入 

東日本電信電話株式会社（ＮＴＴ東日本） 

令和３年１０月２２日契約 

令和３年１１月 ２日設置 

１２１，８８０円（自己資金） 

シ  触法障害者の受入に向け関係者と協力し支援体制の構築を進めた。 

ス レスパイト利用の相談があり、定員外の空き室を貸し出した。 

セ 緊急的な受入に備え、空床や居室の環境整備を行った。 

 

８－３ 安全衛生対策 

ア 旭消防署へ誤嚥事故や救命救急の対応に関する研修を依頼し、グループホーム内にお

いて小規模な研修会を開催し、利用者の誤嚥事故や急変に備えた。 

イ 職員が配属された際のオリエンテーションの中で腰痛予防に努めるよう伝えていった。 

また、定期的に身体介護の練習を行い、介護事故防止に努めた。 

ウ 良好な職員関係の構築と働きやすい職場環境になるよう、職員と定期面談を行った。 

エ 新型コロナウイルスが事業所内で発生している期間中は職員のストレスが高まってい 

た。新型コロナウイルスが発生したハウスに勤務する職員の待機部屋を設ける。勤務

する職員の食事代を事業所が負担する等し、現場に入る職員が少しでも働きやすくな

るよう努めた。 

オ 年２回の防災訓練と法人合同防災訓練を１回実施予定だったが、３月の防災訓練は事

業所内において新型コロナウイルス感染が発生したため中止した。 

６月の内容として、日中、火災の場面を想定し実施した。 

防災訓練は、新型コロナウイルスの影響を考慮し、消防署の立ち会いを依頼せず実施

した。 

消防設備の点検については、防災設備会社と契約し年２回の点検を行っているが新型
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コロナウイルス感染者でた為３月の消防設備点検は中止した。 

カ BCPマニュアルの見直しを行い、新型コロナウイルス感染に関する事項を追加した。 

キ コロナウイルス感染対策として 

・世話人会議にて建物内の消毒方法や汚物の処理についての勉強会を実施した。 

・緊急事態宣言中及びまん延防止等重点措置期間中は外泊、外出は極力控えて頂く様

利用者及び職員へ周知した。 

・ハウスでの食事（朝、昼、夕）は密にならないように時間をずらしていく、仕切り 

 を立てるといった対策を講じた。 

・職員・利用者さんにマスクの着用・手指消毒の徹底を周知した。 

ク 利用者の個人情報が外部から確認できないように保管場所や保管方法についての確

認・徹底を行った。また、事務所内のデスク周辺の整理整頓を心がけるよう周知して

いった。 

ケ Googleのアプリケーションを活用し、事業所内のスケジュール管理及び情報共有を行っ

た。 

コ 新型コロナウイルス感染症対策として、関係機関との会議を必要に応じオンライン会

議に切り替えて行った。 

 

９ 報告事項 

９－１理事会審議事項 

第２４２回理事会 運営規程の変更について 

 

１０ １年のあゆみ  

３． ４． １ 辞令交付 

 ６．２１～２４ 全ホーム防災訓練 

９． １ 合同防災訓練 

１１． ５ Ｃ班外出（ふなばしアンデルセン公園） 

１１．１２ Ｂ班外出（大洗水族館） 

１１．２６ Ａ班外出（千葉市動物公園） 

１２．２５ もちつき会 

４． １． ４ 新年あいさつ会 

   ３． ２～１５ 千葉県サービス管理責任者更新研修 

３．２２～２５ 全ホーム防災訓練（中止） 

 

Ⅱ 利用者の概要 

 
１ ナザレの家あさひ  

１－１ 利用者の平均年齢  

５８．７歳 

 

１－２ 日中活動の状況  

    就労 ２人、生活介護施設 ２２人、就労継続Ｂ型施設 １５人 

就労移行施設 ２人 高齢者デイサービス ２人、その他 ３３人 

    移動支援 １８人、行動援護 ３人、重度訪問介護 ２人、身体介護 ３人
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 ＊重複あり 

１－３ 出身地の状況  

旭市 ２７人、香取市 ３人、匝瑳市 ６人、山武市 ４人、千葉市 ３人 

銚子市 １６人、東金市 １人、東庄町 ２人、船橋市 ２人、市原市 １人 

四街道市 １人、横芝光町 ２人、茂原市 ２人、市川市 １人、多古町 ２人  

東京都（江東区 ２人、渋谷区 １人、台東区 １人、目黒区 １人、 

板橋区 １人、江戸川区 １人）         

茨城県 １人、埼玉県 １人、宮城県 １人 

計 ２４区市町 

 

１－４ 障害支援区分  

非該当 ３人、区分２ １０人、区分３ ２５人 

区分４ ２２人、区分５ １１人、区分６ １２人 

    平均障害支援区分 ３．７７  

 

１－５ 入退去の状況  

    入居 ４名 

     在宅より        ４名 

     婦人保護施設より    １名 

     病院より        １名 

 

    退去 ４名 

     逝去          ２名 

     施設入所へ       １名 

     介護保険施設へ     １名 

      

２ ホーム別概要  
２－１ 野中ハイツⅠ  

（１） 利用者の年齢 

４９歳 １人、６１歳 １人、６２歳 １人、６９歳 １人、７９歳 １人 

平均年齢 ６４歳 

 

（２） 日中活動の状況 

その他５人 

 

（３） 出身地の状況 

旭市 １人、銚子市 ２人、匝瑳市 １人、東庄町 １人 

 

（４） 障害支援区分 

区分４ １人、区分３ ４人 

 

２－２ 野中ハイツⅡ  

（１） 利用者の年齢 

    １８歳 １人、５２歳 １人、５７歳 １人、６４歳 １人、６６歳 １人 

    平均年齢 ５１．４歳 

 

（２） 日中活動の状況 

    就労継続 B 型施設 １人 その他 ４人 
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（３） 出身地の状況 

    旭市 ２人、銚子市 １人、匝瑳市 １人、市原市 １人 

 

（４） 障害支援区分 

    区分３ ２人、区分４ ３人 

 

２－３ 若衆内ハウス  

（１） 利用者の年齢 

３５歳 １人、４７歳 １人、７１歳 １人、７２歳 ２人 

平均年齢 ５９．４歳 

 

（２） 日中活動の状況 

    就労継続Ｂ型施設 １人、生活介護施設 １人、その他 ３人 

 

（３） 出身地の状況 

旭市 １人、東庄町 １人、茂原市 １人、銚子市 １人、東京都 １人 

 

（４） 障害支援区分 

非該当 １人、区分３ ３人、区分４ １人 

 

２－４ 横大道ハウス  

（１） 利用者の年齢 

３７歳 １人、４２歳 １人、５５歳 １人、５９歳 １人、６３歳 １人、 

６６歳 １人 

平均年齢 ５３．６歳 

 

（２） 日中活動の状況 

就労継続Ｂ型施設 ３人、生活介護施設 ３人 

 

（３） 出身地の状況 

旭市 ３人、銚子市 ２人 宮城県 １人 

 

（４） 障害支援区分 

区分３ ２人、区分４ ２人、区分５ ２人 

  

２－５ 中川ハウス  

（１） 利用者の年齢 

４５歳 １人、５１歳 １人、６５歳 １人、７１歳 １人 

平均年齢 ５８歳 

 

（２） 日中活動の状況 

生活介護施設 ３人、その他 １人 

 

（３） 出身地の状況 

香取市 １人、匝瑳市 １人、山武市 １人、船橋市 １人 

 

（４） 障害支援区分 

区分５ ２人、区分６ ２人 
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２－６ 萩園ハウス  

（１） 利用者の年齢 

４４歳 １人、４６歳 １人、５７歳 １人、７４歳 １人 

平均年齢 ５５．２歳 

 

（２） 日中活動の状況 

就労 １人、生活介護施設 ２人、高齢者デイサービス １人 

 

（３） 出身地の状況 

旭市 １人、千葉市 １人、銚子市 １人、四街道市 １人 

 

（４） 障害支援区分 

区分４ １人、区分５ ２人、区分６ １人 

 

２－７ 東足洗ハウス  

（１） 利用者の年齢 

４４歳 １人、４６歳 １人、６０歳 １人、６９歳 １人、７６歳 １人 

平均年齢 ５９歳 

 

（２） 日中活動の状況 

生活介護施設 ５人 

 

（３） 出身地の状況 

匝瑳市 １人、千葉市 １人、銚子市 １人、東金市 １人、旭市 １人 

 

（４） 障害支援区分 

区分５ ２人、区分６ ３人 

 

２－８ 西足洗ハウス  

（１） 利用者の年齢 

１９歳 1 人、６３歳 ２人 

平均年齢 ４８．３歳 

（２） 日中活動の状況 

就労継続移行施設 １人、その他 ２人  

 

（３） 出身地の状況 

山武市 １人、銚子市 ２人 

 

（４） 障害支援区分 

区分３ ３人  

 

２－９ 広原ハウス  

（１） 利用者の年齢 

４５歳 １人、６８歳 １人、５８歳 １人、６５歳 １人、 

７０歳 １人、７３歳 １人 

平均年齢 ６３．１歳 
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（２） 日中活動の状況 

生活介護施設 ２人、就労継続 B 型施設 １人 その他 ３人 

 

（３） 出身地の状況 

旭市 ２人、銚子市 ２人、船橋市 １人、多古町 1 人 

 

（４） 障害支援区分 

区分２ 1 人、区分３ 2 人、区分４ ３人  

 

２－１０ 大割ハウス  

（１） 利用者の年齢 

５０歳 １人、６３歳、７０歳 １人、８２歳 １人、９３歳 １人 

平均年齢７１．６歳 

 

（２） 日中活動の状況 

就労継続Ｂ型施設 １人、その他 ４人 

 

（３） 出身地の状況 

旭市 １人、東京都 ２人、茨城県 １人、山武市 1 人 

 

（４） 障害支援区分 

非該当１人、 区分２ ２人、区分４ ２人 

 

２－１１ 対馬ハウス  

（１） 利用者の年齢 

１９歳 １人、６０歳 １人、５３歳 １人、８５歳 １人 

平均年齢 ５４．３歳 

 

（２） 日中活動の状況 

生活介護施設 ２人、高齢者デイサービス １人 就労継続 B 型施設、１人 

 

（３） 出身地の状況 

旭市 ３人、埼玉県 １人  

 

（４） 障害支援区分 

    区分６ １人、 区分５ １人、 区分４ ２人 

  

２－１２ 下立ハウス  

（１） 利用者の年齢 

５１歳 １人、５４歳 １人、６３歳 １人 

平均年齢 ５６歳 

 

 

（２） 日中活動の状況 

    就労継続Ｂ型施設 １人、その他 ２人 

 

（３） 出身地の状況 

銚子市 １人、 香取市 １人、 千葉市 １人 
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（４） 障害支援区分  

    区分４ ２人、区分６ １人 

  

２－１３ 生沼ハウス  

（１） 利用者の年齢 

    ４８歳 １人、５６歳 １人、７１歳 １人 

    平均年齢 ５８．３歳 

 

（２） 日中活動の状況 

    就労継続 B 型施設 １人、その他 ２人 

     

（３） 出身地の状況 

    旭市 ３人 

 

（４） 障害支援区分  

    区分４ ２人、区分３ １人 

 

２－１４ 矢指ハウス  

（１） 利用者の年齢 

    ４9 歳 １人、５8 歳 １人、６2 歳 １人、７1 歳 １人 

    平均年齢 ５9．５歳 

 

（２） 日中活動の状況 

    就労継続Ｂ型 １人、生活介護施設 １人、その他 ２人 

 

（３） 出身地の状況 

    旭市 ３人、茂原市 １人 

 

（４） 障害支援区分  

    区分４ １人、区分６ ３人 

 

２－１５ 小割ハウス  

（１） 利用者の年齢 

    ３５歳 １人 

    平均年齢 ３５．０歳 

 

（２） 日中活動の状況 

    就労継続Ｂ型（週１日午前中のみ） １人 

 

（３） 出身地の状況 

    銚子市 １人 

 

（ 

４） 障害支援区分  

    区分５ １人 

 

２－１６ 川間ハウス  

（１） 利用者の年齢 

    ７３歳 １人、７６歳 １人 
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    平均年齢 ７４．５歳 

 

（２） 日中活動の状況 

    その他 ２人 

 

（３） 出身地の状況 

    市川市 １人、 東京都 １人 

 

（４） 障害支援区分  

    区分２ １人、区分３ １人 

 

２－１７ 折戸ハウスⅠ  

（１） 利用者の年齢 

    ５５歳 １人、６４歳 ２人、７３歳 １人、７６歳 １人 

    平均年齢 ６６．４歳 

 

（２） 日中活動の状況 

    就労継続Ｂ型施設 1人、その他 ４人 

 

（３） 出身地の状況 

    多古町 １人、東京都 １人、横芝光町 １人、銚子市 １人、匝瑳市 1 人 

 

（４） 障害支援区分  

    区分２ 1 人、区分３ ２人、区分４ １人、非該当 １人 

 

２－１８ 折戸ハウスⅡ  

（１） 利用者の年齢 

    ３６歳 １人、５０歳 １人、６６歳 １人、７２歳 ２人 

    平均年齢 ５９歳 

 

（２） 日中活動の状況 

    就労継続Ｂ型施設 ３人、その他 ２人 

 

（３） 出身地の状況 

    旭市 ３人、匝瑳市 １人、 山武市 １人 

 

（４） 障害支援区分  

区分２ ２人、区分３ ３人 

 

２－１９ 仲才ハウス  

（１） 利用者年齢 

２８歳 １人、３６歳 １人、３９歳 1 人、４３歳 １人 

６５歳 1 人、７２歳 １人、７３歳 １人、７８歳 １人、 

平均年齢５４．２歳 

 

（２） 日中活動の状況 

就労継続 B 型施設 １人、生活介護 １人、就労 1 人、その他 ６人 

 

（３） 出勤地の状況 
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東京都 ２人、横芝光町 １人、銚子市 １人、旭市 ３人 

香取市 １人 

 

（４） 障害支援区分 

区分２ ４人、区分３ ２人、区分４ １人、区分５ １人 

 

２―２０ 上宿ハウス  

   現在利用者０人 

 

Ⅲ 支援の概要 
 

１ 日課等 

利用者個々の状況に合わせて、以下の支援の提供を関係者と協力しながら行った。 

（１）利用者に対する相談 

（２）食事の提供 

（３）健康管理・金銭管理の援助 

（４）余暇活動の支援 

（５）緊急時の対応 

（６）職場等との連絡・調整 

（７）財産管理等の日常生活に必要な援助 

（８）食事や入浴、排せつ等の介護等 

（９）体験利用 

 

２ 部門別報告 

２－１ 管理者  

（１）人材不足に関しては、技能実習生の受け入れや特定技能の活用など、ある程度の目

途を立てることが出来た。今後はこれらの継続的な運用を目指していきたい。 

（２）事業所全体の体制に関しては、来年度以降、事業所内でプロジェクトチームを創設

して検討していきたい。 

 

２－２ サービス管理責任者  

（１）利用者と定期面談を実施し施設入所や介護保険の事業所、訪問診療等の利用を希望

されことがあった、関係機関と協力し支援にあたっている。 

（２）複数名の利用者に対し一人暮らしを目標に、上宿ハウス（サテライト型ハウス）を 

    利用しないか提案していった。今後も定期的に地域移行の希望を伺っていきたい。 

（３）各種連絡会を定期開催し、旭圏域の情報や利用者の支援状況などを関係機関と情報

共有し、利用者の希望する暮らしに近づけられるよう努めた。 

（４）職員と適宜面談を行い、支援方法の助言や職場内の風紀秩序の調整に努めた。 

（５）新型コロナウイルスが事業所内外で発生し、利用者の夜間・日中の過ごし方につい

て関係機関と協力し調整して行った。新型コロナウイルスの影響によりハウス居室

内で過ごさなければならない利用者があった。利用者は大きなストレスを抱えてお

り、利用者のストレスケアに努めた。 

（６）新型コロナウイルス発生により、複数の事業所が介する会議については３蜜を回避

するため、WEB での会議に切り替えて実施し、関係機関と連携を図った。 

 

２－３ 世話人・生活支援員  

（１）食事・入浴・排泄・相談相手になる等、利用者個々のニーズに合わせ支援して行っ
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た。 

（２）個別支援計画に基づき、関係機関と協力しながら利用者支援にあたった。 

（３）適切な支援を提供するため、サービス管理責任者や医療関係者のアドバイスを適宜 

   求めた。 

（４）利用者の高齢化・重度化により転倒リスクが高まる方があった。支援の方法を変更    

   する。介護用品を導入する等し、事故防止に努めた。 

（５）新型コロナウイルス発生時は職員間で協力し利用者支援にあたった。勤務する際は

マスク・手袋の着用や手指消毒の徹底をし、コロナウイルスを伝播させないよう努

めた。 

  

２－４ 事務員 

（１）事業所の窓口として、言葉遣いなどに気を配り、他者の求めている事を理解し、丁

寧かつ明確な説明や応対を心掛けた。 

（２）新型コロナウイルス感染者が発生した事により、電話やメール、電子決裁など間接

的な情報共有や、報告、連絡、相談をする機会が、より一層増えた。そのため、齟

齬が生じないよう、簡潔かつ正確な伝達を心掛けた。また部門内職員の休暇等の対

応として、業務内容の確認と分掌をし、滞りなく進められるよう努めた。 

（３）今年度行われた報酬改定により基本報酬などの減額が見込まれたが、利用者の入居

や加算の算定、計画の見直しなどを行い運営の安定に努めた。計画に基づく運営だ

けではなく、近年頻回に発生する停電や断水、感染対策や感染者の支援など、災害

や感染症などあらゆる不測の事態にも臨機応変に対応出来るよう、今後も引き続き

資金確保や予算の管理を心掛けていきたい。 

（４）利用者の金銭管理について、利用者預り金管理規定（内規）に従い、不適切な事例

が生じないよう細心の注意を払った。また、定期的に通帳残高を確認し、不足にな

らないよう努めた。 

（５）小口現金について、事業の特性上取扱件数が多くなりがちであるが、期限を超えた

事例が生じてしまった。改めて不適切な事例が生じないよう対策を講じるとともに、

できるだけ現金の取り扱いを減らすことができるよう検討していきたい。 

（６）建物や設備等の修繕について、管理者やハウス担当、法人アドバイザーと相談し、

無駄のない、より良い生活環境の提供に努めた。 

（７）新型コロナウイルス感染症に関し、千葉県障害福祉サービス施設・事業所における

感染防止対策支援事業（衛生用品・感染対策備品の経費補助）の支援金を受領した。

また、今年度、事業所の利用者・職員それぞれに新型コロナウイルスの感染者が発

生した。日頃から衛生用品や検査キットなどの準備を心掛けていたが、数量不足や

整備していない物品もあり、法人本部をはじめ各施設・事業所からたくさんの物品

提供の協力を得ることができ本当に助かった。この経験を活かし、次年度以降も衛

生用品や備品などの整備・管理・運用などを随時検討していきたい。 

 

２－５ 野中ハイツⅠ  

（１）月に一度利用者とのミーティングを行い、利用者の要望を聞いていった。利用者の

希望で、毎週水曜日は買い物同行支援を行った。新型コロナウイルス蔓延防止期間

は、買い物を代行し、感染対策に努めた。 

（２）感染対策として、マスクの着用、手指消毒、不要不急の外出・外泊を控え、食事は

各居室で取るようにした。 

（３）精神症状を崩し入院されていた方が１０月に退院され、グループホームでの生活を

再開したが、状態が安定せず１２月に再度入院された。 

（４）８月から１名の利用者が仲才ハウスより転入居される。 
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２－６ 野中ハイツⅡ  

（１）一人一人個性があり、利用者間のトラブルも多いが、一つ一つ向かい合い納得でき 

るように支援を行なった。 

（２）利用者の誕生会を開催し利用者の希望する食事を予算内で提供した。 

（３）利用者ミーティングを毎月１回開催し、利用者の要望を汲み取っていった。また、 

利用者の困りごとについてもこの時間を使い適切に対応した。 

（４）ハウス内及び希望があった利用者の居室清掃を行い、ハウス内の美化に努めた。ま

た、入浴支援の希望があった利用者について支援を行った。 

（５）服薬管理の必要な利用者３名について、引き続き支援を行なっているが、自己管 

理には至っていない。 

（５）７月、空床が続いていた居室に利用者が１名入居される。 

（６）９月に利用者が１名別ハウスへ移動している。 

（７）精神症状が安定せず１２月から精神科病院へ１名入院している。 

った。 

 

２－７ 若衆内ハウス  

（１）月に一度、利用者とのミーティングを行った。 

（２）今年度、日帰り旅行を計画していたが、感染症の影響で中止となった。 

（３）地域活動の一環として、町内会の溝掃除に利用者とともに参加した。 

（４）感染対策として、マスクの着用、手指消毒、不要不急の外出・外泊は控えた。食事

は２回に分けて、少人数で取るようにした。 

 

２－８ 横大道ハウス  

（１）通院や床屋、買い物の支援依頼があった際は適宜要望に答えた。 

（２）利用者１名については、ほぼ毎日朝夕に外出をしているので、事故等がないよう注 

意喚起していった。 

（３）世話人・ハウス担当者で月１回ミーティングを行い、情報共有し支援を行った。 

（４）一泊旅行を企画したが、新型コロナウイルス発生により、企画を遂行することがで

きなかった。 

（５）利用者１名が長期不在になることがあった 

（６）新型コロナウイルスが日中活動先で発生し、ハウス内での生活を余儀なくされ、利

用者が不安な時を過ごした。新型コロナウイルス感染対策として、食事の時間をず

らし共有スペースが密にならないようにし、マスク使用と手指消毒の徹底を呼び掛

けていった。 

 

２－９ 中川ハウス  

（１）重度知的障害のある利用者が入居しており、複数の支援者や事業者が関わっている 

ため、毎月のミーティングや日中活動先との連絡会において情報共有し、支援を行 

った。 

（２）加齢による ADL の低下で転倒を繰り返す利用者に対して、見守りをしっかりと行い

支援にあたった。他施設によるＳＴ、ＰＴなどから指導や訓練を行った。 

（３）新型コロナウイルス感染対策として、不要不急の外出や外泊を控えた。また、外出

時のマスク着用や手指消毒を励行した。ハウス内での食事の際は、テーブルの上に

ローパーティションを置き、飛沫感染防止に努めた。 

 

２－１０ 萩園ハウス  

（１）日中活動先等と情報共有し、健康状態の確認を行った。 
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（２）新型コロナウィルスの感染予防として手洗い消毒や移動支援での外出は控えたが、

ハウス内で感染者が出てしまった。療養や自粛期間を明け、現在は通常の生活に戻

っている。 

（３）複数の世話人が交替で支援をしている為、月１回のミーティングを行い支援の確認 

を行った。 

（４）新型コロナウィルスの感染予防で移動支援での外出は控えた。散歩等の個別の関わ

りを大切に行った。また、自粛の影響で外出ができなかった為、利用者の希望に合

わせた献立を提供するよう努めた。 

 

２－１１ 東足洗ハウス  

（１）月１回ミーテｲングを実施し支援の確認を行った。 

（２）現在、５名の利用者全員が他法人の生活介護事業所を利用しており、密に連絡をと

りあいながら支援あたった。 

（３）利用者の希望の献立で誕生日会を行った。 

（４）日々のバイタルチェックを行い、医療機関や日中活動先と連携して、健康状態の確

認を行った。 

（５）言葉の出にくい利用者に対し、配慮した接し方となるよう、職員間の支援統一に努

めた。 

（６）移動支援中の怪我で骨折してしまい１名の長期入院があった。 

（７）新型コロナウイルスに４名感染してしまい療養生活を余儀なくされ利用者は大変な

思いをされた。今後の感染対策として手指消毒、換気の徹底を周知した。 

 

２－１２ 西足洗ハウス  

（１） 男性 1 名が R２年９月から長期入院している。男性１名 R３年８月体調不良により、

救急搬送にて入院となるが翌日逝去する。 

（２）男性１名 R３年５月に入居する。 

（３）新型コロナウイルス感染対策として、外食を中止とし外出時はマスク着用、手指消

毒をするように入居者に伝えていった。 

 

２－１３ 広原ハウス  

（１）毎月１回ミーティングを実施し、利用者の状態に合わせた支援方法となるよう検討

していった。適宜利用者の困りごとを伺い、解決に向かうよう努めた。 

（２）他市町村より 12 月から 1 名入居する 

（３）利用者 1 名、8 月に体調不良で入院。手術後身体障害となり、リハビリ病院へ転院し

入院する。 

（４）利用者１名が６月に退去し施設入所の利用を開始する。 

（５）健康管理が必要な利用者が増えているため状態に合わせて支援を行った。 

（６）新型コロナウイルス感染対策として、入居者の買い物を代行した。不要不急の外出 

や外泊は控えた。マスク着用と手指消毒の徹底を呼び掛けた。 

 

２－１４ 大割ハウス  

（１）今年度も一泊旅行を計画していたが、感染症の影響で中止となった。 

（２）利用者の高齢化に伴い、体調不良等による通院が増えた。事業所内で最高齢の利用

者もいるため、体調の変化に気をつけ、支援を行った。 

（３） 新型コロナウイルス発生に伴い、買い物支援を１名～２名の利用者に限定し対応し、

個別化していった。また、関係機関と情報共有を行い、支援体制を整えた。 

（４）毎月ミーティングの時間を大切にし、利用者の要望に答えた。 

（５）新型コロナウイルス感染対策としてハウス内でもマスク着用や手指消毒を行い、食
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事は各居室内にて摂取し飛沫感染防止に努めた。 

２－１５ 対馬ハウス  

（１）日中活動先・通院先が利用者ごとに複数あり、連絡調整について不備がないよう努

めた。 

（２）１泊旅行か外出を計画していたが、感染症のため中止とした。 

（３）利用者の些細な変化に注意し、その対応方法を関係機関と連携して調整対応した。 

（４）身体障害のある利用者のＡＤＬが著しく低下傾向のため誤嚥予防や転倒防止に努め

た。 

（５）６月、１名が身体面の悪化で、退去した。 

（６）１１月に新規で、１名の入居があった。 

（７）１１月に精神面が崩れて１名の長期入院があった。 

（８）新型コロナウイルス感染対策として、外出時はマスク着用、手指消毒をするように

入居者に伝えていった。 

 

２－１６ 下立ハウス  

（１）定期的な買い物支援を利用者が希望されたため、買い物支援を行った。新型コロナ 

ウイルス感染対策として、まん延防止期間中は入居者の買い物を代行した。 

（２）不要不急の外出や外泊は控えた。マスク着用と手指消毒の徹底を呼び掛けた。 

（３）身体に障害をもつ方のニーズに合わせ、訪問診療のある病院の利用に繋げている。 

（４）必要に応じて利用者と一緒に居室の掃除や整理整頓を行った。 

 

２－１７ 生沼ハウス  

（１）日中活動先・通院先で不備がないよう、利用者ごとに連絡調整を行った。 

（２）毎月１回のミーティングを行い支援の確認を行った。 

（３）利用者のニーズに対応するように支援していった。 

（４）支援者が不在時に利用者が転倒をし、骨折してしまった。現在はハウス内で転倒し

ないよう改修工事等をし改善されている。 

（５）ハウス全体の改修工事が行われた。 

（６）新型コロナウイルス感染対策としてマスク着用、手指消毒をするように入居者に伝

えていった。 

 

２－１８ 矢指ハウス  

（１）利用者個々のニーズを把握し、ニーズに応えられるよう努めた。 

（２）利用者へ安全な介護を提供出来るよう内部研修を行っていった。 

（３）ハウス担当職員と世話人との連携を図るミーティングを実施した。 

（４）新型コロナウイルス感染対策として、外食は中止とし入居者の希望を聞き、職員が

代行で購入し各居室に届けた。食事は、時間差で摂取し世話人室が密にならないよ

う努めた。また、外出時にはマスク着用、手指消毒をするよう入居者に伝えていっ

た。 

（５）R4 年３月、新型コロナウイルスに男性１名感染し保健所に報告する。感染後は、居

室にて隔離、マスク、手袋、エプロンを着用し支援ごとの手指消毒し対応した。 

 

２－１９ 小割ハウス  

（１）内服薬の調整を行い精神状態崩れることなく過ごせた。 

（２）ハウス内では精神的には安定していた。また、外出時等には、予定外の事象で精神

的に不安定になってしまう為、毎月の外出については２人体制での支援を継続した。

調子を崩すことなく外出する事が出来ている。（毎月１回買い物、２ヶ月に１回美容

室） 
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（３）目的意識を持って日中活動先に休む事なく通うことが出来た。 

（４）毎月ケース会議を行い、様々な職種の方と情報共有し、支援を検討した。 

（５）感染対策として外出時はマスク着用や手指消毒を徹底してもらった。 

 

２－２０ 折戸ハウスⅠ  

（１）精神症状の悪化等により、利用者が他住民とトラブルにならないよう支援した。関

係機関と連携して再発防止に努めた。 

（２）利用者それぞれのニーズに対応していった。 

（３）９月、野中ハイツⅡから 1 名入居する。 

（４）新型コロナウイルス発生により感染対策として、個別の買い物について、世話人が

代行する形に変えて対応した。また、マスク着用や手指消毒の励行を入居者に伝え

ていった。 

 

２－２１ 折戸ハウスⅡ  

（１）ワンルームタイプの部屋を１人で利用するという特性上、利用者が生活上の悩みを

一人で抱え込みやすくなってしまう為、利用者と対話する機会を増やし、本人が悩

みを解決できるような環境作りを継続して行った。 

（２）新型コロナウイルス緊急事態宣言中の対応として、各週の週末に買い物外出を希望

される利用者についてはこれまで買い物の同行支援を行ってきたが、買い物へ出掛

ける際に車内が蜜の空間となってしまうため、緊急事態宣言中は中止とした。代替

えの支援として、大きな物や車での搬送が必要な物品については、事務所職員が代

行した。 

（４）外食支援を毎月１回行っていった。新型コロナウイルス緊急事態宣言中は中止とし

た。 

（５）感染対策として外出時はマスク着用や手指消毒を徹底を呼び掛けた。 

 

２－２２ 仲才ハウス  

（１）男性１名 R３年７月、近隣住民の方より煙草についての苦情あり、事業所の他のグル 

ープハウスへ移動する。 

（２）１１月に市内より男性１名入居する。 

（３）R４年３月男性１名身体機能の低下のため、２階の居室から１階の居室へ移動する。 

（４）利用者の希望により、買い物、床屋などの付き添い支援を行なった。 

（５）一人一人のニーズに合わせた支援を関係者共々考え、実行に努めており、来年度も

同様に行っていきたい。 

（６）ハウス担当職員と世話人との連携を図るミーティングを実施した。 

（７）新型コロナウイルス感染対策として、外食は中止とし入居者の希望を聞き、職員が

代行で購入し各居室に届けた。食事は、時間差で摂取し世話人室が密にならないよ

う努めた。また、外出時にはマスク着用、手指消毒をするよう入居者に伝えていっ

た。 

（８）R4 年３月、新型コロナウイルスに男性１名感染し保健所に報告する。感染後は、世

話人室を２階に移動し、マスク、手袋、エプロンを着用し支援ごとの手指消毒をし

て支援に努めた。 

 

２－２３ 川間ハウス  

（１）コロナ禍のため個別で買い物、床屋、通院などの付き添い支援を行い、利用者のニ

ーズに応えていった。 

（２）訪問看護ステーション・ソフィアの訪問看護を利用し、病状の変化に対応できる体

制を整えた。 
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（３）月一回のミーティングで決める食事会も全員の楽しみとなっていたが、コロナ禍の

ため食事会の中止があった。食事会が中止の際は、テイクアウトにて対応をした。 

（４）環境整備に努め、破損箇所が見つかった際には速やかに対応した。 

（５）利用者１名が６月に逝去されている。 

 

２－２４ 上宿ハウス  

（１）定期的にハウス内の環境整備を行った。 

 

Ⅳ 運営管理の概要 
 

１ 会議、委員会  

 新型コロナウイルスの状況を踏まえ、必要に応じて会議・委員会を行った。 

 ・経営会議 

 ・施設・事業所長会議 

 ・法人グループホーム運営会議 

・世話人会議 

・各グループホームミーティング 

・虐待防止委員会 

・海上寮地域生活支援連絡会（隔週金曜日） 

・旭中央病院連絡会 

・地域生活支援連絡会 

・総合安全対策委員会 

・海匝世話人会議 

・海匝設置者会（年２回） 

・あい支援センター連絡会 

・聖家族作業所連絡会 

・ワークセンター連絡会 

・その他、ケース会議、調整会議等 

 

２ 地域との連携（交流） 

２－１ 行事  

地域住民との連携については、例年野中地区の行事参加やもちつき大会において黒潮

会の協力を頂くなど、交流の機会を継続的にもっている。 

昨年同様に新型コロナウイルス感染対策により、殆どの地域において祭りなどが中止

されており、清掃等の作業についても、地域の方々とともに行うことは難しい状況であ

った。感染症が収束しこれまでのとおり地域の活動が行われるようになった際には積極

的に参加していきたい。 

夕涼み会については、例年ナザレの家あさひ職員及び利用者が一堂に会し、実施する

行事となっていたが、今年度も各班単位の行事に切替え、新型コロナウイルス感染症に

留意した形で行った。 

 

 若衆内ハウス 町内会活動（町内清掃・区民会館清掃等） 

 野中ハイツⅠ 町内会活動（町内清掃等） 

野中ハイツⅡ 町内会活動（町内清掃等） 

下立ハウス  町内会活動（町内清掃等） 

対馬ハウス  町内会活動（町内清掃等） 

大割ハウス  町内会活動（町内清掃等） 
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矢指ハウス  町内会活動（町内清掃等） 

折戸ハウスⅠ 町内会活動（町内清掃等） 

折戸ハウスⅡ 町内会活動（町内清掃等） 

 

２－２ ボランティア  

黒潮会        もちつき会 ４名（物品借用を含む） 

  

２－３ 見学者  

  ３． ５． ７ 利用希望者 

     ５．１４ 利用希望者 

     ６． ８ 聖路加国際病院研修医 

６．１５ 聖路加国際病院研修医 

６．１６ 共同生活援助事業所職員 

６．２４ 利用希望者 

     ６．２９ 利用希望者 

聖路加国際病院研修医 

     ７． ６ 聖路加国際病院研修医                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            

     ７．１５ 開設希望者 

     ７．３０ 利用希望者 

     ８． ２ 利用希望者 

     ８．２４ 利用希望者 

     ９． ７ 聖路加国際病院研修医 

     ９．１４ 聖路加国際病院研修医 

     ９．２２ 利用希望者 

     ９．２４ 開設希望者 

    １０． ６ 利用希望者 

    １０． ８ 利用希望者 

    １０．１０ 利用希望者 

    １０．１９ 聖路加国際病院研修医 

    １１． ９ 聖路加国際病院研修医   

    １１．１６ 聖路加国際病院研修医 

    １２． ７ 聖路加国際病院研修医 

    １２．１３ 利用希望者 

    １２．１４ 聖路加国際病院研修医 

 ４．  １．１８ 聖路加国際病院研修医 

     １．２１ 飯高特別支援学校 

 

３ 防災、緊急時の対策  

ア 新型コロナウイルス感染対策における BCP マニュアルの見直しを実施した。 

イ 新型コロナウイルス感染状況 

令和４年３月１１日に１名の陽性が判明してから、職員５名、利用者７名の陽性を確

認した。それ以外に疑いの方２名と、一時は５つのホームを感染対策を行う形で支援

してきが、令和４年３月３１日に全てのホームの療養期間を終えることが出来た。体

制を組むことが難しくなっている中で、各事業所に応援要請させていただいた所、５

０名を超える人から手を挙げていただき、大変有難いと感じたと共に、事業所職員一

同大変心強く感じた。また、法人本部はじめ、いくつかの事業所からは物資のご支援

もいただいた。 
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ウ 感染症に関する内部研修を、密を避けるため個別に実施、周知していった。 

エ 防災訓練・防災対策 

R３． ６月２１・２２・２３・２４日  全グループホーム防災訓練  

R３． ９月１日            合同防災訓練・小型無線機の送受信確認 

R３.  １１月１９日          消防署立ち入り検査 

R４  ３月２８・２９・３１日     全グループホーム防災訓練 

※コロナ感染者でた為、中止 

オ 防災設備点検 

R３． ９月１３・１４・２２日     消防設備点検 

R４  ３月１６・１７・１８日     消防設備点検 

※コロナ感染者でた為、中止 

カ 緊急連絡網は随時更新し、最新のものを配布していった。 

キ 火災の原因となるものは環境整備し対応、消防署の立ち入り検査時は、指摘をうけた 

所を速やかに改善していった。又、職人、利用者に火災の注意喚起を行っていった。 

 

４ 福祉サービスの向上  
ア 毎月１回所内ミーティングを開催し、情報の共有や各ハウスの課題・問題点等を話し 

合い、サービスの改善に取り組んでいった。 

イ 世話人会議において研修を実施しサービスの質向上に努めた。新型コロナウイルス感 

染症が近隣地域で発生している間は、小規模なグループでの研修に切り替え研修を行

っていった。 

ウ 福祉サービス共通基準及び職員行動規範チェックリストを全職員が実施した。評価内 

容の集計を行い、世話人会議の中で集計結果を振り返り、サービスの質向上に努めて

いった。 

 

５ 権利擁護  
ア 虐待防止委員会を毎月開催し虐待と思わしき事例がないか、サービス提供は適切か協   

  議していった。虐待防止委員会で話し合った結果を所内ミーティングの時間を使いフ

ィードバックし、虐待の防止に努めた。 

イ 令和３年度障害者虐待防止・権利擁護研修に役職者を参加させ、研修の内容を職員に   

  伝達した。 

ウ 令和３年度千葉県障害者グループホーム大会に職員を参加させ、権利擁護や利用者の   

  意思決定について学ぶ機会を設けた。 

    

６ 苦情解決  
苦情受付・解決件数４件 

利用者が生活を送るうえでのルールに関する相談が地域の方よりあった。地域住人や 

不動産会社と協議を進め解決に至っている。 

 

７ 情報公開  

 県の情報公開制度については更新を行ったが、事業所のホームページについては更新を

行うことはできなかった。次年度以降は、ＩＴ担当を中心に最新の情報提供が行えるよう

努めていきたい。  

 

８ 職員の動向  

８－１ 職員の異動 
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 採用者７名 異動者２名 退職者９名 

 

Ｒ３． ４． １ 小篠 篤央異動 

    ４．３０ 鈴木 和江退職 

    ５．２０ 飯田 麻里採用 

    ７． １ 稲田 奈緒子採用 

    ８． ８ 佐藤 加代子採用 

    ８．３１ 五味渕 礼乃退職 

   １０．２０ 実川 幸起退職 

   １１． １ ＤＡＯ ＴＨＩ ＴＨＵＹ採用 

   １１．３０ 秋葉 翔太退職 

   １２． １ 村上 有理異動 

   １２． １ 小林 真智子採用 

   １２．１１ 小林 真智子退職 

   １２．２１ 戸田 貴子採用 

   １２．３１ 吉野 栄子退職 

Ｒ４． ２．１４ 加瀬 充明採用 

    ２．２２ 加瀬 充明退職 

    ３．１９ 小山 楓退職 

    ３・３１ 伊藤 憲伸退職 

＊秋葉、小山、伊藤に関しては、大学卒業と共に就職が決まったことによる退職となる。 

 
８－２ 休暇等の状況  

 人数 年間発生日数 取得日数 平均取得

日数 

取得率（％） 

常勤職員 １５ ２７６．０ １８４．０ １２．３ ６６．７％ 

（昨年度） （１４） （２７４．０） （１６１．４） （１１．５） （５８．９％） 

非常勤職員 ３９ ５２５．０ ４４２．２ １１．３ ８４．２％ 

（昨年度） （３６） （４７８．０） （３４０．２） （９．５） （７１．２％） 

合計 ５４ ８０１．０ ６２６．２ １１．６ ７８．２％ 

昨年度 （５０） （７５２．０） （５０１．６） （１０．０） （６６．７％） 

 有給休暇の５日以上の取得については個人差があるものの、取得率としては常勤・非常

勤ともに過去３年間と比較して最も高い数値となった。ロザリオの聖母会次世代育成支援

行動計画で掲げられている有給休暇の取得率６０％の維持を基本として、より計画的な取

得を推進していきたい。 

 

８－３ 衛生管理  

  ア 全職員を対象としたＯ－１５７の保菌検査及びインフルエンザの予防接種に加え、希 

望者に対して新型コロナウイルスワクチン接種を実施した。 

イ 千葉県事業の障害者居住系サービス事業所等の職員に対するＰＣＲ検査を活用し、検

査可能期間中の全職員のPCR検査を実施し、新型コロナウイルスの早期発見に努めた。

また、新型コロナウイルス感染症が疑われる方については事業所の抗原検査キットを

適宜活用していった。 

 

８－４ 研修  

Ｒ３． ５．２１ 技能実習責任者講習 

５．２６ 技能実習責任者講習 
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    ６．２３ 技能実習指導員講習 

    ６．２６ 技能実習指導員講習 

   １１．１６ 千葉県障害者グループホーム講座  

   １１．２９ 世話人会議「個人情報保護法」  

   １２． ２ 救命講習 

   １２．１８ 第１回障がい者の地域生活セミナー「親なきあとも地域で暮らすため

に」 

   １２．２０ 世話人会議「誤嚥研修」 

Ｒ４． ２．１８ 第１３回千葉県障害者グループホーム大会 WEB 

    ２．２８ 旭市地域自立支援協議会虐待防止研修会 

      

９ 補助金  

障害者グループホーム運営費補助金（１６市町）      １２，３８７，６３０円 

千葉県障害福祉サービス施設・事業所等における感染防止対策支援事業支援金 

７，０００円 

 

１０ 自立支援給付費収入・補足給付費収入  

訓練等給付費収入                   １８８，６４６，３４７円 

利用者負担金収入                        ７９，２７３円 

特定障害者特別給付費                   ９，７０４，２３５円 

  

１１ 寄附物品（敬称略） 

 寄附者 寄附内容 

１ 石橋 啓子 米（３０ｋｇ） 

 

Ⅴ 資料  
別紙１ 職種別職員一覧表（令和４年３月３１日現在の職員数） 

別紙２ 組織図（令和４年３月３１日現在の組織図） 


